
警視庁遺失物管理ソフト 利用の手引き 

 

 1 / 27   

 

 

 

 

警視庁遺失物管理ソフト 
利用の手引き 

 

第 1.41 版（ver1.41 対応） 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

作 成 者 警視庁遺失物センター 

作 成 日 2015 年 2 月 20 日 

最終更新日 2024 年 4 月 19 日 

データを保存するパソコンは、 
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2 処理の流れ 

2.1 利用イメージ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※⑥データクリア 

一連の処理完了したら、 
 

 

 

 

 

 

で入力シート上のデータをクリアします。（過去データも保存したいときは、クリア前にファイルご

とコピーをとって保存してください。） 

※警視庁行政手続オンラインでの申請は別途手続きが必要です。 

 

 

入力シート 
①データ入力 

④返還等の処理 

 

※拾得物受理の都度入力 

またはまとめて入力 
 

②預り書 

③拾得物件一覧簿 

必要に応じて作成・印

刷 

データファイル作成 

 基本情報.TXT 

 提出物件.TXT 

 一覧簿 

 預り書作成 

 提出データ作成 

 

 

 

Ｕ
Ｓ
Ｂ 

届出書 

⑤拾得物と一緒に警察署に提出 

｢届出書｣シート 

 届出書印刷 

｢入力シート｣ 

 

データクリア 

⑤警視庁行政手続オンラインで申請※ 

 のみ使用 

 
提出物件.TXT 
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2.2 処理概要説明 

上記「利用イメージ」の補足説明です。 

  

 処 理 具体的な操作等 対象シート ① データ入力 拾得物件情報の登録物件のデータを随時入力して保存し

ます。 

「入力シート」 

② 預り書の印刷 一般の拾得者に預り書を交付する必要があるときに行い

ます。 

入力シート上の「預り書作成」ボタン押下後、預り書シ

ートに画面が切替わりデータが反映されます。 

表示データ確認後、必要に応じて追加情報を入力し、画

面上の印刷ボタンを押下して印刷します。 

「入力シート」→ 

「預り書」 

③ 備付書類の作

成 

入力シート上の「一覧簿」ボタン押下後、「一覧簿」に

画面が切り替るのでこれを印刷します。 

「入力シート」→ 

「一覧簿」 

④ 返還等の処理 警察署提出前に処理（遺失者に返還、廃棄等）を行った

とき、「処理」欄（No 欄右）に処理内容を選択しま

す。 

これにより、一覧簿上は返還等の扱いで表示されます

が、警察署提出用データ、届出書に出力されなくなりま

す。 

「入力シート」 

⑤ 警察署に提出 ①入力シートの「提出データ作成」ボタンを押してファ

イルを作成し、電磁的記録媒体（USB 等）に保存しま

す。 

②届出書シートの「届出書印刷」ボタンを押し、施設占

有者拾得物件届出書を印刷し、その内容と実際の物件と

を確認します。 

③拾得物件届出書、電磁的記録媒体を警察署に提出しま

す。 

※「警視庁行政手続オンライン」サイトからのオンラ

イン申請も可能ですが、別途申し込みの手続きが必要

となります。 

「入力シート」→ 

「届出書」 

⑥ データクリア 入力シートの「データクリア」ボタン押下で、データを

削除、次回の提出に備えます。 

データクリアを行うとデータは元に戻せません。 

この操作で施設占有者名等の基本情報部分のデータは消

えません。 

「入力シート」 
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3 各シートの説明 

3.1 入力シート 

 

 

Ver1.4 とはこのソフトのバージョン番号を示します。警視庁でソフトのバージョンアップを行ったと

きは、この番号を大きくしていきます。 

 

 

 
 

 
 

※各項目は警察署で受入可能な正しいデータを作成するために、文字数や文字種類に制限があった

り、「コード」シート欄に設定済みの文字以外入力できない等の入力制限がかけられていることがありま

す。エラーメッセージが表示されたらメッセージに従って修正してください。 

  ※ JIS 第１、第２水準以外の文字（いわゆる外字）と一部の記号は使用できません。 

 

  

 １ 

 ２ 

 ３ 

 ４ 

 5 
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3.1.1 基本情報設定（①・②） 

 

 施設占有者の情報を入力します。 

 基本情報部分は「データクリア」ボタンで消去されないので、入力後保存しておけば再度入力

する必要はありません。 

施設占有者名 施設を占有している者（個人・法人名）を入力します。 

所在地 住所を入力します。市区町村は左欄のプルダウンリストで選択

し、丁目以降は右欄に手入力してください。 

電話番号 半角で－（ハイフン）で区切って入力してください。 

その他の連絡先 電子メールアドレスなど、その他連絡先の入力欄ですが、電話

番号がわかれば通常必要ありません。 

役職 代表者氏名 役職、代表者名を入力してください。役職、姓名間にはスペー

スを空けてください。 

出力先フォルダ名 提出データ出力先フォルダを指定します。「フォルダ選択」 

ボタンを押下して、指定します。 

 

 

 拾得場所情報を入力します。 

※「施設占有者名」と「施設名等」の違いについて。 

それぞれ管理している施設占有者と拾得された施設そのものを指します。 

【例】 

施設占有者：○○株式会社（運営、管理会社） 

拾得場所施設：○○ショッピングセンター 

 

施設名 拾得された施設名を入力します 

所在地 施設占有者の情報と同じ 

拾得場所区分 プルダウンリストの中から該当する拾得場所を選択します。 

この拾得場所区分はインターネット公表の対象となり、拾得場

所として表示されます。 

 

  



警視庁遺失物管理ソフト 利用の手引き 

 

 7 / 27   

 

 
 

権利申告 プルダウンから選択します。 

権利区分とその内容は次のとおりです。 

「有権(費○報○所○)」：費用、報労金、所有権主張 

「有権(費○報○所×)」：費用、所有権主張 

「有権(費○報×所○)」：費用、報労金主張 

 「有権(費×報○所○)」：報労金、所有権主張 

 「有権(費×報○所×)」：報労金のみ主張 

 「有権(費○報×所×)」：費用のみ主張 

 「有権(費×報×所○)」：所有権のみ主張 

「失棄権」：所有権、費用、報労金全て辞退 

ここで設定した内容は原則として入力シートの全ての物件に対

して適用されます。特定の物件のみこれと異なる権利にしたい

ときは「占有者権利」欄にてその物件の権利を変更してくださ

い。 

氏名等告知同意 プルダウンから選択します。 

遺失者に対して、拾得者情報（占有者情報）を伝えていいかの

可否を選択します。 

 

※権利申告と氏名等告知同意の関係について。 

費用(物件の提出、交付及び保管に要した費用)、報労金（いわゆるお礼のこと）に関する権利を主張

するときは、氏名等告知同意欄が「同意する」である必要があります。 

 これは氏名の告知に同意がないと、遺失者拾得者間で費用や報労金に関する連絡を取ることができ

ないためです。 
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3.1.2 各種コマンドボタン（③） 

 
 

提出データ作成 入力シートの情報に基づいて警察提出用のデータファイルを出

力します。作成されたデータは、「フォルダ選択」で指定した

フォルダ内に作成されます。 

データクリア 物件データ（No.1 以降）をクリアします。データクリア後は元

に戻すことはできないので、押下するタイミングには注意して

ください。 

物品選択 物品選択が簡単に行える「５０音選択、分類別選択、文字列検

索」の機能が使える別ウインドウが表示されます。 

このボタンは物品選択時（「物品」「物品１」「物品２」のセ

ルが選択状態のとき）のみ使えます。 

ブランド選択 ブランド選択が簡単に行える「５０音選択、アルファベット選

択、文字列検索」の機能が使える別ウインドウが表示されま

す。このボタンはブランド選択時(「ブランド」「ブランド１」

「ブランド２」のセルが選択状態のとき)のみ使えます。 

一覧簿 入力シートの情報を基に、施設に備え付ける一覧簿を作成しま

す。 

預り書作成 「一般」欄に「○」がついた物件行を選択し、ボタンを押下す

ると、一般の拾得者に渡す預り書が作成されます。 

 

※コマンドボタン（「データクリア」以外）を押下すると、入力時よりも詳細なデータチェックが行

われます。エラーメッセージが表示されたらメッセージに従って修正してください。 
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3.1.3入力項目（④） 

 

 

No 入力された順番に付される連番で、届出書の枝番号になります。

提出する拾得物を準備するときに、この No が記載された荷札等

が拾得物に付されていると、物の確認がスムーズに行えます。 

なお、このソフトで 1 度に扱えるのは 2,000 件までです。 

明細番号 施設占有者内部処理用に付与している番号を入力します。そのよ

うな番号管理をしていないときは省略することも可能です。 

（例：施設占有者内で 西暦 8 桁＋事業所コード 3 桁＋年間を通

して５桁で拾得物を管理しているとき。2015031800000050 等） 

処理 返還、廃棄、取置き、その他、警察に提出する前に処理した場合

に▽プルダウンから選択します。 

選択した物件は、出力データ、届出書に反映しません。返還・廃

棄は一覧簿には取消線を引いた状態で表示されます。 

拾得日 拾得日を半角で入力します。 

2/1 と入力すると、当年の年が付加され、例えば 2015/2/1 と反映

されます。 

システム日付を元に反映するため、昨年の日付を入力する場合

は、年も入力してください。 

拾得時刻 拾得時刻がわかるときは入力します。２４時間表示で、○○：○

○と入力します。省略すると「時刻不明」扱いとなります。 

 

 

※「処理」欄についての補足 

返 還：遺失者に返還した場合に選択します。一覧簿備考欄には「返還」と表示されます。 

廃 棄：保管に適さない等の理由で、警察署へ提出前に廃棄処分をした場合に選択します。廃棄を

選択すると、一覧簿備考欄に「廃棄」と表示されます。 

取置き：遺失者と連絡が取れており、警察署提出予定日以降に引き取りが予定されている場合に選

択します。選択すると、一覧簿備考欄に「取置き」と表示されます。 

その他：その他事情で、警察への提出物件から外したい場合に選択します。選択すると、一覧簿備考

欄に「その他」と表示されます。 
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物品 コマンドボタンの「物品選択」を活用し、物品を選択します。▽プル

ダウンからでも選択可能です。 

色 ▽プルダウンから主となる色を選択します。 

物品名義 物品に記載されている名義を入力します。漢字ひらがなは全角、カ

ナ・アルファベットは半角で入力します。また、姓名間にはスペース

をいれてください。 

※ 定期入れに定期券が入っているとき、名義については、在中物品

である定期券に対して入力します。入力箇所間違いに注意してくださ

い。 

固有番号 電話番号、製造番号等を半角で入力します。ただし、記号の入力を制

限しているため、「／＋－＊&」等記号がある場合は省略し、英数字

のみ入力をしてください。 

〈例〉携帯電話電話番号 ： 090-0000-1111 → 09000001111 

  カメラ等製造番号 ： 39Z5/66/AZSDE-55 → 39Z566AZSDE55 

ブランド 新たにブランドが入力できるようになりました。 

コマンドボタンの「ブランド選択」を活用し、ブランドを選択しま

す。▽プルダウンからでも選択可能です。 

特徴 物品の特徴をできるだけ詳しく入力します。 

 

 

※代表物品とは、拾得された物件を表現、説明するときに、主となる物件をさします。 

【例】 

①手提げかばんの中に財布、免許証、キャッシュカード在中 

→ 代表物品は「手提げかばん」 

②カバーつきの携帯電話 

 → 代表物品は「携帯電話」 

③現金入りの封筒 

 → 代表物品は「封筒」 

 

※ 物品の分類については、別紙の「警視庁物品分類一覧」を参照してください。 

※ どうしても分類がわからない、当てはまる分類がない場合は「雑品（その他）」を選択し、特記事項

に詳しい特徴を入力してください。 

 

 

 

物品１・物品２ 代表物品内に在中している物品を登録します。 

物品選択方法、物品名義入力方法は代表物品と同じです。 
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現金合計 拾得された現金の合計額を入力します。 

現金内訳（[万]～[１]） 

 

 

現金合計に対する内訳を入力します。 

例１：合計１０，５００円（1万円札 1枚、５００円 1枚）のとき 

   [万]の欄に１、[５００]の欄に１ 

例２：合計２００円（１００円２枚）のとき 

   [１００]の欄に２ 

（現金内訳（[万]～[１]）の入力については必須ではありませんが、

現金内訳が入力されている場合は、現金内訳（[万]～[１]）と現金

合計の金額が一致していなければ「提出データ作成」「一覧簿」「預

り書作成」ボタン押下時にエラーとなるので、金額誤りを防ぐこと

につながります。ただし、チェック用の項目なので、提出用データ

には反映されません。） 

（内記念貨金額） 拾得現金内に記念貨がある場合に入力します。 

ここは記念貨額を入力します。 

例：現金１０，０００円のほか記念貨５００円が拾得されたとき 

現金合計  ：１０，５００ 

内記念貨金額：   ５００ 

記念貨名称 拾得現金内に記念貨がある場合に入力します。 

詳細拾得場所 部屋番号等、拾得場所の詳細情報を入力します。 

占有者権 この物品について、基本情報設定と異なる権利を主張するときは入

力します。 

入力がない場合は、基本情報設定時の申告内容が反映されます。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※代表物品と在中品合わせて４点以上あるときはどれを入力するか？ 

遺失者の手がかりとなりやすい物品名義のあるものを優先的に選択して入力してください。 

 

※施設占有者が拾得した拾得物に関する情報の入力は以上で終わりです。 

  

色１・色２ 入力方法は代表物品の色と同じ。 

固有番号１・固有番号２ 入力方法は代表物品の固有番号と同じ。 

物品名義１・物品名義２ 入力方法は代表物品の物品名義と同じ。 

ブランド１・ブランド２ 入力方法は代表物品のブランドと同じ 

特徴１・特徴２ 入力方法は代表物品の特徴と同じ。 
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※ここから先の「一般拾得者」欄は占有者以外の一般の人が拾得したときに拾得者情報を入力しま

す。 

 
 

一般 拾得者が有権を主張した場合や預り書を作成する必要があるとき

は▽プルダウンから「○」を選択します。 

住所 ここは手入力です。正確に入力してください。全角半角文字いず

れも入力可能です。 

氏名 氏名の姓名間にはスペースを入れてください。全角半角文字いず

れも入力可能です。 

連絡先電話番号 半角ならびに「－」ハイフンで入力 

権利 一般の拾得者が主張する権利を▽プルダウンから選択します。 

告知同意 拾得者から聴取した氏名等の告知の同意の有無を▽プルダウンか

ら選択します。 

交付日 拾得物が、一般拾得者から施設占有者に届けられた日を入力しま

す。 

日付の入力方法は、拾得日入力方法と同じです。 

交付時刻 拾得物が、一般拾得者から施設占有者に届けられた時刻を入力し

ます。 

時刻の入力方法は、拾得時刻入力方法と同じです。 

 

※一般の人が拾得したときの追加情報入力は以上で終わりです。 

 

3.1.4自由入力領域（⑤） 

 

列 AN より右側の部分は自由入力領域としています。この部分に入力した内容は提出データや出力書

類には一切反映されません。 

物件ごとに担当した職員をメモとして入力する等、必要に応じて活用してください。 

なお「データクリア」ボタンを押下すると、自由入力領域の内容もすべてクリアされます。 
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3.1.5コマンドボタン（③）「物品選択」機能説明 

「物品選択」機能を使うと物品を選択しやすくなります。 

 「５０音別選択画面」 

物品の頭文字から検索することができます。物品の分類順に結果表示されます 

ただし、頭文字が一致しないと表示されないので、目的の物品が表示されないときは別の方法も試して

ください。 

 

 
 「分類別選択画面」 

大分類から中分類にかけて物品を分類別に検索することができます。 

警視庁の分類表に慣れている人向けです。 
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 「文字列検索画面」 

その文字が含まれる物品を検索することができます。部分一致で検索します。 
 

 
 

※部分一致とは 
 検索ワードが検索対象の一部に一致すればヒットとする検索方法のこと。 
例：検索対象：名刺ホルダー 

  検索ワード：「名刺」「ホルダー」いずれでもヒットする。 

 

3.1.6コマンドボタン（③）「ブランド選択」機能追加説明 

「ブランド選択」機能を使うとブランドを選択しやすくなります。 

  「５０音別選択画面」 

ブランドの頭文字から検索することができます。読み方の５０音順に結果表示されます。 

ただし、頭文字が一致しないと表示されないので、目的の物品が表示されないときは別の方法も試して

ください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「アルファベ ット別検索」 
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ブランドの頭文字（アルファベット）から検索することができます。読み方の５０音順に結果表示され

ます。 

ただし、頭文字が一致しないと表示されないので、目的の物品が表示されないときは別の方法も試して

ください。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「文字列検索画面」 

その文字が含まれるブランドを検索することができます。部分一致で検索します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※部分一致とは 
 検索ワードが検索対象の一部に一致すればヒットとする検索方法のこと。 
例：検索対象：DIOR 

  検索ワード：「DI」「ディオール」いずれでもヒットする。  

 

3.2 「届出書」シート 

入力シートの内容に基づいて、届出書を作成するためのシートです。 
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① 警察署選択欄 届出を行う警察署を選択します。 

② 拾得者別権利区分表示 印刷時に入力シート上のデータに基づいて、占有者・一般の

拾得者の別、権利区分ごとに自動的に改ページされ、表示が

変わります。 

③ 施設占有者情報 入力シート上の「基本情報設定」における所在地、施設占有

者名、電話番号が自動的に表示されます。 

④ 届出日選択 自動的に当日が表示されます。 

⑤ 届出書印刷ボタン 入力シート上のデータに基づいて、占有者・一般の拾得者の

別、権利区分ごとに自動的に改ページされ、デフォルトのプ

リンターでダイレクトに印刷されます。 

⑥ 届出書プレビューボタン プレビュー画面を表示します。押下により直接プリンター印

字されるわけではないので、届出書印刷前に確認する等で適

宜使用します。 

 

  

 １ 
 ２ 

 ３ 

 ４  ５ 

 6 
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3.3 「預り書」シート 

入力シートの内容に基づいて、一般の拾得者に交付する預り書を印刷するためのシートです。 

背景色が薄い灰色の部分は追加入力可能な部分、赤字は入力シート上の情報が自動で入るため、変更

はできない部分です。赤字部分を修正したいときは入力シートの情報を修正してください。 

 

  

 １ 

 ２ 

 ４ 

 ３ 
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① 物品入力欄 入力シート上は代表物品、物品１、物品２の３点まで入力可能

であり、預り書の物品欄に自動表示されますが、４点以上を表

示して預り書を交付したいときはここに手入力で物品を追加す

ることができます。 

この欄は、「入力シート」上の預り書印刷ボタン押下で毎回ク

リアされます。 

② 取扱者名入力欄 取扱者名を入力可能です。「入力シート」上の預り書印刷ボタ

ン押下でクリアされません。 

③ お知らせ欄 連絡事項があれば入力します。 

④ 印刷ボタン 拾得物預り書を印刷します。このボタンを押下して印刷する

と、赤字は黒文字に、薄い灰色の背景色は白に、コメントは表

示しない状態に体裁を整えて印刷されます。 

 

「コード」シート内「一覧簿表示用」に名称が記載されているものは「入力シート」上の物品名称の置換え

を行っています。 

例：「ネックレスゴールド製」→「ネックレス」 
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3.4 「一覧簿」シート 

入力シートの内容に基づいて、施設に備え付けるための拾得物件一覧簿を印刷するためのシートで

す。 

(1) 入力シートのコマンドボタンで、「一覧簿」ボタンを押下。 

(2) 拾得物件一覧簿が自動的に作成され、このシートに画面が切替わります。 

印刷はエクセルのメニュー「ファイル」→「印刷」等から行ってください。 

 
 

①番号、明細番号、拾得日

時 

入力シートの「拾得日時」の昇順に自動的に並べ替えされ、

番号は１番から連番が付与されます。明細番号は入力シート

の「明細番号」に対応します。 

②処理 入力シートの「処理」欄を表示します。 

処理が「返還」、「廃棄」のときは取扱を終了したものとし

て、各項目に取消し線が引かれます。 

「取置き」、「その他」については注意喚起のためにその旨

表示するのみで取消し線は引かれませんが、施設占有者で保

留状態にあるものとして、警察署に提出するデータと届出書

には出力されません。 

 

「コード」シート内「一覧簿表示用」に名称が記載されているものは「入力シート」上の物品名称の置換え

を行っています。 

例：「ネックレスゴールド製」→「ネックレス」 

  

 １ 

 ２ 
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3.5 「コード」シート 

内部処理で使用しているコード類です。通常利用において意識する必要はありませんが、物品名や市

区町村名等多数の候補があるものを俯瞰したいときに参照してください。 

 
 

入力途中で以下のメッセージが表示されたときは、多くの場合コンボボックス内の候補＝このシートに定義

された情報以外の文字列を入力したためにエラーとされていることが原因です。 
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3.6 「主要メッセージ一覧」シート 

主要なエラーメッセージを網羅したシートです。 

原因、対処方法を示しているので、必要に応じて参照してください。
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4 入力練習 

入力の練習をしてみましょう。 

4.1 ＜事例１＞ 

2015/1/1 13：00 客室を掃除していた従業員が、ベッド脇で黒い長財布を拾った。在中品として、現

金１２，０００円（旧１００円札を含む）、運転免許証、クレジットカード、メンバーズカード、その

他レシート等が入っていた。 

 

＜入力要領＞ 

① 拾得日時の入力 

拾得日欄に「1/1」と入力 

(当年/1/1 に自動変換される)   

拾得時刻欄には「13：00」と入力 

 

 

② 色の選択 

□▼ を押し、リストから「黒色系」を選択します。 

 

③ 代表物品の登録 

コマンドボタンの物品選択ボタンを押し、分類別選択画面から「財布類」→「長財布」を選択しま

す。 
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④ 在中物品の選択、入力 

 

1「運転免許証」 

「物品」欄のセルを選択し、物品選択ボタンを

押下、５０音別選択画面から「う」を選択、

「運転免許証」を探し、選択します。 

物品名義には、免許証の名義を入力します。 

※名義は姓名間にスペースをお忘れなく！

2「メンバーズカード」 

物品選択ボタンを押し、文字列検索画面 

から、「めん」と入力し、該当する物品 

を検索し、「メンバーズカード類」を選 

択します。物品名義には、メンバーズカードに

記載されている名義を入力します。 

  特徴としてメンバーズカードの発行元を入力

します。 

※ 複数点在中していた場合は、記名品 

を中心に、主だったものを入力してく 

ださい。 

※ 検索方法は、任意で使いやすいものを選択

してください。 

 

 

 

 

 

⑤ 現金の入力 

在中現金１２，０００円を「現金合計」に入力

し、旧１００円札が 1 枚入っていたため、「（内

記念貨金額）」欄に１００と入力し、「記念貨名

称」欄に、旧１００円札と入力します。なお、

記念貨以外の内訳の入力については必須ではあ

りません。 
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⑥ 詳細拾得場所の入力 

客室で拾得していることから、客室○○号室等

の詳細を入力します。  

以上で入力は終了です。 
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4.2 ＜事例２＞ 

2015/1/1 20：30 ロビーに落ちていた無記名のＰＡＳＭＯを宿泊客が拾い、20：35 にフロント係員

に届け出た。従業員は、拾ってくれた宿泊客に対し、遺失物法に基づいた説明をすると、遺失者が現れ

なかったら物をもらいたいとの申告があった。なお、遺失者が現れた場合、お礼は必要ないが、自分の氏

名等は教えてもいいとのことである。本施設占有者は内部的な管理のために管理番号を付与しており、 

本件は 201501010000002番で管理している。 

 

＜入力要領＞ 

① 明細番号、拾得日時の入力 

明細番号欄に「201501010000002」、 

拾得日欄に「1/1」と入力 

拾得時刻欄には「20：30」と入力 

 
 

② 代表物品の登録 

コマンドボタンの物品選択ボタンを押し、文字

列検索画面から「Ｐ」と入力・検索し、「ＰＡ

ＳＭＯ（無記名）」探し、選択します。 

 

 

③ 詳細拾得場所の入力 

拾われた「ロビー」と入力します。 

 

④ 一般拾得者情報の入力 

有権を主張していることから、「一般」の項目で□▼ を押し、「○」を選択します。 

拾得者の「住所」「氏名」「電話番号」「権利」「告知同意」をそれぞれ入力、選択します。 

最後に、交付日、交付時刻（拾得物を一般の拾得者から受取った日時）を入力します。 
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⑤ 預り書の交付 

入力完了後、拾得者に交付する預り書を作成します。入力シート上で該当物品行を選択状態にして、

コマンドボタンの「預り書」ボタンを押すと、「預り書」のタブに切り替わります。 

初期状態で入力シートの情報に基づいて預り書が作成されています。扱い者や追加のコメント等を適

宜追加し、印刷、預り書を交付したら、受入の全工程は終了です。 

※ 預り書は、一般の拾得者から交付を求められた時、一般の拾得者が有権を主張した時に作成、交

付します。 

 
 

 

※以上で一連の処理は終了です 
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5 利用上の注意 

 本ソフト及びドキュメントの著作権は警視庁が保有しています。 

 本ソフト及びドキュメントの二次配布は禁止します。 

 本ソフトはすべての環境において動作することを保証するものではありません。 

 本ソフト及びドキュメントを利用した結果について、警視庁は一切の責任を負いません。 

 本ソフト及びドキュメントの不具合等について警視庁は改修の義務を負いません。 

 本ソフト及びドキュメントは改良のため予告なく仕様変更することがあります。 

 本ソフト及びドキュメントの利用者は本「利用上の注意」に同意するものとします。 

 

 


